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熊本県におけるハチクマの生息状況

井上賢三郎1.皆吉悦夫2.西照信3.船方義輝4.工藤栄介5.本田和彦６

１．日本野烏の会.〒862-0947熊本市画図町重富1１－４

２.日本野烏の会.〒869-4301熊本県八代郡東陽村南835-23

３.〒868-0502熊本県球磨郡多良木町黒肥地4115

４.日本野鳥の会.〒869-1101熊本県菊池郡菊陽町津久礼3600-225

５.日本野鳥の会.〒861-1101熊本県菊池郡西合志町合生3337-4

６.日本野鳥の会.〒860-0042熊本市小沢町12-1グリンピア小沢302

はじめに

ハチクマＰｾｍｉｓａｐ/”、sはロシアのバイカル湖西部から極東南部，中国東北部，日本と,インド

から東南アジアで繁殖し,東南アジアで越冬する．日本では夏烏として九州以北に渡来し,低山か

ら山地の林に生息する(森岡ほか1995)．ハチクマは準絶滅危‘倶種であり,その保護は重要だと考

えられるが,生態に関する‘情報が少なく詳細は不明である.食性の特殊性や自然林の減少から,個

体数は減少していると考えられ,国内でのハチクマの生息状況を早急に知ることが重要である．

熊本県でのハチクマの生息は,養蜂業者による成鳥の捕獲(1980年頃未発表)や幼烏の飼育

(1990年頃未発表)によって以前より知られていた.また,熊本県希少野生動植物検討委員会

(1998)では,ハチクマは熊本県内には夏鳥として渡来し,低山帯の森林で繁殖するが,繁殖の確

認は数例で,繁殖期の生態については不明な点が多いと記載されているが,詳細については今ま

でに報告されていない.筆者らは,1988年から2005年にハチクマの生息状況の調査を行ない,熊

本県におけるハチクマの生息および繁殖を確認する機会を得たので,ここに報告する．

調査地および調査方法

筆者らや,熊本県内の日本野鳥の会会員より寄せられた観察記録により,繁殖期にハチクマの生

息が確認された地点22か所の中から,観察する際に広範囲を見渡せる場所がある８か所を選び，

調査を行なった.1988年から2005年の５月から９月に,双眼鏡や望遠鏡でハチクマを探索し，

l/25,000～l/50,000地形図上にハチクマの飛行経路を記し,餌の運搬方向などから営巣林の特定

を試みた.営巣林が特定できた場合には,その場所を踏査して巣を探索した.なお,それぞれの調

査地は著者のうちいずれかが担当して行なったので,調査地とともに調査の責任者を示した.以下

に,調査地の概要について述べる．
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